
龍ノ山キタゴヨウマツ遺伝資源希少個体群保護林

実施年度 ２０１０年、２０１５年、２０２０年

調査項目 樹木の生育状況調査、林床植生の生育状況調査等

調査手法 森林詳細調査として、スギ-キタゴヨウマツ群落の生育地において調査

プロットを計２箇所設定し、樹木の胸高直径、樹高の計測及び植生の
種組成の概要を把握。

結果概要 森林詳細調査について、上層のキタゴヨウマツは健全に生育している
が、次世代を担う中低木が確認されていない。

また、スギの大径木にツキノワグマによる樹皮剥ぎが見られる。樹皮
剥ぎの影響による樹勢の低下等は見られないが、今後の生育に留意
する必要がある。

モニタリング調査概要

管轄森林管理局・署 関東森林管理局 会津森林管理署

所在地 福島県 喜多方市

面積 ５．６３ha

設定年 １９９１（Ｈ３）年

保護林の概要
（設定目的）

急峻な尾根上に生育しているキタゴヨウマツの自生地で、学術上及び
森林施業上の考証として、また、遺伝資源の確保上貴重である。この
ため、キタゴヨウマツの生育する群落の希少な個体群を保護するため
設定する。前回調査(２０１５年)では、ヒメコマツと同定されていたが、
今年度調査で改めてキタゴヨウマツと同定した。

※モニタリング調査の詳細情報については、森林管理局にお問い合わせください。
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